








































































How Do Junior High-school Students Perceive Themselves(2):
 Two Stand Point to “the Self” and its Relation to School Adjustment.
Kenichiro ISHIZU
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 モデルの適合度は χ²(24)=16.41, p=.87 , 
GFI=.98 AGFI=.91 CFI=1.00 RMSEA=  
.00 であり，適合度は十分であった。 本研究では5つの差異のうち，まず理想自己と現実自己の差異がストレス反応と学校ぎらい感情に影響を与えていた。クラスタ別に詳細にみると，適応群と適応あきらめ群ではこの差異はストレス反応には影響を与えず，適応群の学校ぎらい感情は有意傾向であった。適応群は過剰適応傾向における内的側面が低く，平均程度の外的側面をもつ群である。つまり，自己抑制 的ではなく，かつ他者志向的な行動を平均程度には行う群である。この群は理想自己と現実自己の差異が最も小さい群であった。この結果は，伊藤（1992）が示すように差異の小さい適応群は差異そのものによる直接的な影響が小さくなるという結果を支持するものであった。一方，適応あきらめ群は適応群よりも現実と理想の差異が大きい群であったが，差異そのものは影響力をもたなかった。これ ，こ 群の他者志向性が低いことと関係があると推察できる。差異は他者に囚われることによっても影響を受けるからである（伊藤，1992）。すなわち差異が大きくても，さほど他者志向的ではない群にとっては，差異は直接的にはストレスや学校ぎらいには影響を与えず，また過剰に他者志向的な過剰適応群は他者に囚われによって，差異の影響力を相対的に強く受けているのかもしれない。しかし，それ以外の適応の指標との関連は調べておらず，今後の検討が必要であろうし，間接的には適応に影響を与える可能性がないと断言はできない。  また，現実自己と他者自己との差異は，過剰 
Table1  クラスタ別の重みづけされた項目数             
  ＣＬ１ ＣＬ２ ＣＬ３ ＣＬ４ 全体 Ｆ 多重比較 (Bonferroni） 
重みづけされた 項目数（理想自己） 7.16 (6.60) 11.81(5.44) 11.63(5.51) 7.83 (6.01) 9.80 (6.18) 12.93** CL2,3 > 1,4  
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 適応群のみで，ストレス反応と学校ぎらい感情に正の影響を示していた。この現実自己と他者自己の差異では，それぞれのクラスタ群に得点差は見られていない（石津，2012）。また，ストレス反応得点と学校ぎらいとの相関係数においても被験者全体では有意な関連は示されなかった。他者自己と現実自己の差異について椎野（1966）は，他者が自分の見ているように（自分のことを）見ていないという知覚は，将来起こるかもしれない障害に対する不安感を引き起こしやすいと述べている。そして，この他者自己は対人関係の存在を前提としている。したがって，他者からどのよう 思われているかないし，他者の期待や要求に過剰に併せていこうとする過剰適応の者にとっては特に“自分が見ている自分”と“他者から見られている自分”に 
 
 差異があることが，個人内に不安感や違和感を 生じさせていると推察できる。Harter, 
































































Harter, Brensnick, Bouchey & Whitesell 1997 The 
development of multiple role-related selves during 
adolescence. Development and Psychopathology , 9, 
835-854.
Higgins 1987 Self-discrepnacy: A theory relating self 
and affect. Psychological Review , 94, 319-340.
古市裕一  1991　小・中学生の学校ぎらい感情とその規
定要因　カウンセリング研究, 24, 123-127. 
石津憲一郎　2006　過剰適応尺度作成の試み　日本カウ

























Rogers, C. R. 1951 Client-centered therapy.; Its 
current practice, impliments and theory. Boston: 
Houghton Mifflin.
椎野信治　1966　適応の指標としての自己概念の研究　
教育心理学研究, 14, 165-172.
（2012年８月27日受付）
（2012年10月２日受理）
